
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の子は，一回はさみを入れるごとに折っていた色紙を開き，切り込みによってできた

模様を確かめては，また次の切り込みを入れていました。 

右の子は，切り込みを入れてできた色紙を開いて並べ，同じ切り込みの入れ方でも色紙

の折り方を変えるとできる模様がどうなるか確かめています。 

１年生の図画工作の学習です。入学して間もない子どもたちですが，既に学び方はそれ

ぞれです。どちらも学び方に説得力があって，思わず見入ってしまいました。 

公開研究協議会の授業撮影が始まりました。２年生の生活科が皮切りです。 

２年生は，本校の先生方に見守られながら，張り切って自分たちの気付きを伝え合って

いました。「町探検で見つけた花壇の花がとってもきれいで，色を見ていたらおいしそうだ

なと思いました。」という発言にみんなの頬が緩んでいました。「ラーメン屋さんの看板が

真っ赤でおいしそうだなと思いました。」という子もいたので，「さっきの花の色も赤だっ

たのかな」と尋ねてみたくなりました。そこから「おいしそうな色」の気付きが生まれそ

うでした。子どもたちの目や鼻や耳で捉えた感じ方を結び付けて考えてみると，たくさん

の気付きに発展しそうです。もう一回町探検がしたい，という願いから，新たな，そして

より深い気付きが生まれることを願わずにはいられませんでした。 
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学ぶ子どもたち～公開研究協議会に向けて～ 



 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大傾向に収束のめどが立たず，５月の縦割り班活動や児

童会活動の実施がずれ込んでいます。 

そのような中，花いっぱい活動だけは時期を逸することができないことから，各学年が

分散で実施せざるを得なくなりました。 

そのような状況下でも，子どもたちは互いに協力し，一つ一つの苗を大切に扱いながら

プランターに花を植えていきました。初挑戦の１年生も愛おしそうに苗を抱え，土の中に

そっと入れていきました。６年生は，今年が最後の活動になります。手慣れた様子で植え

ていきました。 

毎朝，丁寧に水やりをしている子どもたちの姿を見ていると，心の中まで花が咲いたよ

うな気持ちになります。夏休み前には，ベゴニアの花が一斉に咲き誇ります。是非，花い

っぱいの校舎前をのぞきに来てください。 

 

 

 

今年度の児童会開きは，感染予防の観点からオンラインで実施しました。６年生を中心

とした企画委員会のメンバーが，今年度のスローガン「ジグソーパズル」

の意味など，今年度の活動方針を全校児童に向けて説明しました。 

スローガンにあるとおり，一人一人みんな異なる個性をもった仲間が，

自分らしさを存分に発揮し，はとの子の新たな伝統を築き上げてくれるも

のと期待しています。（写真はリハーサルの様子です） 

学校を美しく飾ろう～花いっぱい活動～ 

一人一人が欠かせないワンピースに～児童会開き～ 

～ 


